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当第3四半期連結累計期間におけるグローバル経済は、欧米など先進国を中心とした景気減速に加

え、中国の成長率鈍化による下振れ懸念もあり、先行き不透明な状況が続きました。また日本経済は、

東日本大震災からの復興に伴う緩やかな回復が見られたものの、歴史的な円高の継続やタイの大規模洪

水の影響によって、依然として厳しい状況で推移しました。 

当社が主力市場としているパソコンや携帯電話などのコンシューマー・エレクトロニクス分野では、

製品需要の急激な変動や製品・サービスの低価格化が進行しており、これらの要因が生産効率の悪化と

価格引下げ圧力となって、売上高と利益の両面で重大な影響を及ぼしました。 

このような事業環境のなかで、当社は「今すぐとるべき対策」と名づけた緊急対策を実行し人件費・

全社部門経費の圧縮等による固定費の削減や、あらゆる変動費の削減に注力してきました。しかしなが

ら市場環境がさらに厳しいことから、低成長下でも利益を創出できるコスト体質に変革し、次の成長へ

向けて強固な事業基盤を構築するため、平成23年9月より更なる構造改革強化策に着手しています。骨

子は以下のとおりです。 

  

① 損益分岐点売上高の引き下げ 

イ 固定費の削減 

・生産工場・設備の閉鎖・除却などによる減価償却費の削減 

・役員報酬・管理職給与の追加削減、正社員の希望退職者募集などによる人件費の削減 

・その他の経費削減 

ロ 変動費の削減 

② 生産拠点の統廃合 

イ 産業資材事業、ディバイス事業の国内生産工場の一部を閉鎖 

ロ 情報コミュニケーション事業の一部設備を除却 

③ 円高対応力の強化 

イ 原材料の海外調達を促進 

  

これらの構造改革強化策の実施に伴い、当第3四半期連結累計期間において事業構造改善費用を96億

78百万円計上しました。その内訳は固定資産の減損損失が65億28百万円、希望退職者募集に伴う特別加

算金・再就職支援プログラム費用等が31億50百万円です。 

なお、上記の施策のうち、人員の削減については正社員を対象とする希望退職者(退職日：平成23年

12月31日)の募集について490名の応募者がありました。 

また、当期および今後の業績動向を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、繰延税金資

産の一部を取り崩しました。 

これらの結果、当第3四半期連結累計期間の業績は、売上高は634億15百万円(前年同四半期比27.3%

減)、利益面では営業損失は66億65百万円(前年同四半期は32億1百万円の営業損失)、経常損失は68億61

百万円(前年同四半期は33億61百万円の経常損失)、四半期純損失は221億76百万円(前年同四半期は15億

25百万円の四半期純損失)となりました。 

1．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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セグメントの業績を示すと、次のとおりです。 

産業資材 

産業資材は、プラスチック製品などの表面を加飾する技術を柱とし、今後は機能性フィルム等に展開

していくセグメントです。プラスチックの成形と同時に転写を行う「Nissha IMD」は、グローバル市場

でノートパソコン、携帯電話、自動車(内装)、家電製品などに広く採用されています。 

当第3四半期連結累計期間においては、主力である個人用ノートパソコン向けと携帯電話向けの需要

が低迷したことなどにより、売上高は293億34百万円となりました。 

  

ディバイス 

ディバイスは、タッチ入力ディバイス「Nissha FineTouch」を中心とし、精密で機能性を追求したデ

ィバイスを提供していくセグメントです。グローバル市場で、スマートフォン、携帯ゲーム機などに採

用されています。 

当第3四半期連結累計期間においては、スマートフォン向け静電容量方式タッチパネルの急激な需要

変動と競争激化が続き、また、抵抗膜方式タッチパネルの需要が低調であったことにより、売上高は

205億7百万円となりました。 

  

情報コミュニケーション 

情報コミュニケーションは、お客さま企業の広告宣伝、販売などに関するコミュニケーション活動全

般をサポートするセールスプロモーションや商業印刷、出版印刷のほか、文化財のデジタルアーカイブ

製作も手がけています。 

当第3四半期連結累計期間においては、主力の商業印刷分野で国内景気の低迷に伴う企業の広告費の

削減、インターネットメディア等への移行による印刷物の減少などの影響によって受注競争は激しいも

のとなり、売上高は134億1百万円となりました。 
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当第3四半期連結会計期間末における総資産は1,105億66百万円となり前連結会計年度末(平成23年3月

期末)に比べ323億75百万円減少しました。 

流動資産は527億86百万円となり前連結会計年度末に比べ140億40百万円減少しました。主な要因は、

受取手形及び売掛金が65億52百万円、商品及び製品等のたな卸資産が53億36百万円減少したこと等によ

るものです。 

固定資産は577億80百万円となり前連結会計年度末に比べ183億34百万円減少しました。主な要因は、

事業構造改善費用として減損損失を計上したこと等により有形固定資産が88億87百万円、その他に含ま

れる繰延税金資産が回収可能性の見直し等により46億41百万円、時価の変動により投資有価証券が38億

74百万円減少したこと等によるものです。 

当第3四半期連結会計期間末における負債は558億9百万円となり前連結会計年度末に比べ67億36百万

円減少しました。 

流動負債は459億43百万円となり前連結会計年度末に比べ38億31百万円減少しました。主な要因は、

その他に含まれる未払金が40億88百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が77億10百万円減少したこ

と等によるものです。 

固定負債は98億66百万円となり前連結会計年度末に比べ29億4百万円減少しました。主な要因は、そ

の他に含まれる繰延税金負債が投資有価証券の時価の変動等により14億2百万円減少したこと等による

ものです。 

当第3四半期連結会計期間末における純資産は547億56百万円となり前連結会計年度末に比べ256億39

百万円減少しました。主な要因は、当第3四半期連結累計期間における四半期純損失を221億76百万円計

上したため利益剰余金が減少したことに加えて、その他有価証券評価差額金が21億82百万円減少したこ

と等によるものです。 

  

  

キャッシュ・フローの状況の分析 

当第3四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前

連結会計年度末に比べ、20億83百万円増加し、191億90百万円となりました。 

当第3四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は73億8百万円となりました。減少の要因としては、当第3四半期連結累

計期間に税金等調整前四半期純損失を175億39百万円計上したこと、仕入債務が74億59百万円減少した

こと等がありました。一方増加の要因としては、事業構造改善費用を96億78百万円、減価償却費を64億

7百万円、法人税等の還付額を26億36百万円計上したことに加え、売上債権が63億16百万円、たな卸資

産が52億67百万円減少したこと等がありました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は29億41百万円となりました。これは主に当第3四半期連結累計期間に

有形及び無形固定資産の取得として45億91百万円を支出した一方、定期預金の払戻しによる収入を15億

78百万円計上したこと等によるものです。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は17億36百万円となりました。これは配当金の支払いにより9億63百万

円、リース債務の返済により4億80百万円を支出したこと等によるものです。 

  

平成23年9月16日に発表した通期の業績予想の変更は行っていません。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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前連結会計年度末において、当社の連結子会社であったニッシャコリア精密射出㈱は、平成23年2月

18日付で清算手続を結了したため、連結の範囲から除外しています。 

  

① 税金費用の計算 

税金費用については、当第3四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益又は税引前

当期純損失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四

半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しています。ただし、見積実効税率を使用できない場合に

は、法定実効税率を使用しています。 

  

該当事項はありません。 

  

2．サマリー情報(その他)に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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3．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,109 19,431

受取手形及び売掛金 25,348 18,796

商品及び製品 6,684 4,221

仕掛品 5,338 3,902

原材料及び貯蔵品 3,208 1,770

繰延税金資産 2,280 2,195

その他 6,078 2,643

貸倒引当金 △220 △175

流動資産合計 66,826 52,786

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 22,359 18,774

機械装置及び運搬具（純額） 16,626 10,303

工具、器具及び備品（純額） 1,501 1,435

土地 7,834 6,458

リース資産（純額） 3,549 3,106

建設仮勘定 1,579 4,485

有形固定資産合計 53,450 44,563

無形固定資産

のれん 116 73

ソフトウエア 4,212 2,971

ソフトウエア仮勘定 1,105 2,075

その他 130 118

無形固定資産合計 5,565 5,239

投資その他の資産

投資有価証券 9,678 5,803

その他 8,241 2,602

貸倒引当金 △820 △428

投資その他の資産合計 17,099 7,977

固定資産合計 76,115 57,780

資産合計 142,942 110,566
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,894 14,184

短期借入金 20,380 20,094

未払法人税等 191 171

賞与引当金 1,601 592

役員賞与引当金 53 13

事業構造改善引当金 － 59

設備関係支払手形 1,864 694

その他 3,789 10,134

流動負債合計 49,775 45,943

固定負債

退職給付引当金 6,267 5,801

資産除去債務 30 30

その他 6,472 4,034

固定負債合計 12,770 9,866

負債合計 62,546 55,809

純資産の部

株主資本

資本金 5,684 5,684

資本剰余金 7,355 7,355

利益剰余金 67,679 44,537

自己株式 △2,925 △2,925

株主資本合計 77,794 54,652

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,409 2,227

為替換算調整勘定 △1,807 △2,122

その他の包括利益累計額合計 2,601 104

純資産合計 80,396 54,756

負債純資産合計 142,942 110,566
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第3四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年12月31日)

売上高 87,210 63,415

売上原価 79,505 61,575

売上総利益 7,704 1,840

販売費及び一般管理費 10,905 8,506

営業損失（△） △3,201 △6,665

営業外収益

受取利息 44 45

受取配当金 344 141

固定資産賃貸料 522 －

その他 199 248

営業外収益合計 1,111 435

営業外費用

支払利息 112 95

投資有価証券評価損 186 19

為替差損 889 480

その他 82 34

営業外費用合計 1,271 630

経常損失（△） △3,361 △6,861

特別利益

固定資産売却益 27 10

投資有価証券売却益 1,302 －

貸倒引当金戻入額 31 －

国庫補助金 169 159

特別利益合計 1,530 170

特別損失

固定資産除売却損 74 804

固定資産圧縮損 159 156

関係会社清算損 － 209

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 80 －

事業構造改善費用 － ※1 9,678

特別損失合計 314 10,849

税金等調整前四半期純損失（△） △2,145 △17,539

法人税等 △607 4,636

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,537 △22,176

少数株主損失（△） △11 －

四半期純損失（△） △1,525 △22,176
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四半期連結包括利益計算書

第3四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,537 △22,176

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,339 △2,182

為替換算調整勘定 △470 △314

その他の包括利益合計 △2,810 △2,497

四半期包括利益 △4,348 △24,673

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,336 △24,673

少数株主に係る四半期包括利益 △11 －
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,145 △17,539

減価償却費 7,627 6,407

のれん償却額 40 43

賞与引当金の増減額（△は減少） △832 △1,007

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △40

退職給付引当金の増減額（△は減少） 49 △466

投資有価証券評価損益（△は益） 186 19

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 △434

受取利息及び受取配当金 △388 △187

支払利息 112 95

為替差損益（△は益） 131 189

固定資産除売却損益（△は益） 47 793

投資有価証券売却損益（△は益） △1,302 －

関係会社清算損益（△は益） － 209

事業構造改善費用 － 9,678

売上債権の増減額（△は増加） △4,446 6,316

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,149 5,267

仕入債務の増減額（△は減少） 2,930 △7,459

その他 △859 3,009

小計 △3,032 4,896

利息及び配当金の受取額 389 187

利息の支払額 △121 △95

法人税等の支払額 △1,121 △316

法人税等の還付額 － 2,636

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,885 7,308

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 200 1,578

定期預金の預入による支出 － △240

有形及び無形固定資産の取得による支出 △8,268 △4,591

有形及び無形固定資産の売却による収入 82 305

投資有価証券の取得による支出 △24 △9

投資有価証券の売却による収入 2,395 0

投資有価証券の償還による収入 32 1

子会社株式の取得による支出 △2 －

貸付けによる支出 △2 △41

貸付金の回収による収入 14 56

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,570 △2,941
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(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,233 △242

長期借入れによる収入 － 75

長期借入金の返済による支出 △41 △125

社債の償還による支出 △7,000 －

リース債務の返済による支出 △414 △480

自己株式の取得及び売却による収支 △609 △0

配当金の支払額 △1,926 △963

財務活動によるキャッシュ・フロー 241 △1,736

現金及び現金同等物に係る換算差額 △543 △547

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,758 2,083

現金及び現金同等物の期首残高 25,473 17,107

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,715 19,190
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当第3四半期連結累計期間(自 平成23年4月1日 至 平成23年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間(自 平成22年4月1日 至 平成22年12月31日) 

  

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) 1. 「その他」の区分は不動産事業、人材派遣事業等です。 

2. セグメント利益又は損失(△)の調整額△4,472百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用等が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

3. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。 

  

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)3産業資材 電子

情報コミュ
ニケーショ

ン

その他
(注)1

計

売上高

  外部顧客への売上高 34,556 38,063 14,338 251 87,210 ― 87,210

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

265 ― ― 1,307 1,573 (1,573) ―

計 34,822 38,063 14,338 1,559 88,783 (1,573) 87,210

セグメント利益又は損失(△) 2,521 △1,201 △226 177 1,271 (4,472) △3,201
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Ⅱ 当第3四半期連結累計期間(自 平成23年4月1日 至 平成23年12月31日) 

  

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) 1. 「その他」の区分は不動産事業、人材派遣事業等です。 

2. セグメント利益又は損失(△)の調整額△3,988百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用等が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

3. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。 

  

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「産業資材」、「ディバイス」及び「情報コミュニケーション」のセグメントにおいて、構造改革強

化策の実施に伴う減損損失を計上しており、特別損失の「事業構造改善費用」に含めて表示していま

す。なお、当該減損損失の計上額は「産業資材」が4,848百万円、「ディバイス」が1,626百万円、「情

報コミュニケーション」が53百万円です。 

  

当第3四半期連結累計期間(自 平成23年4月1日 至 平成23年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)3産業資材 ディバイス

情報コミュ
ニケーショ

ン

その他
(注)1

計

売上高

  外部顧客への売上高 29,334 20,507 13,401 171 63,415 ― 63,415

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

19 ― ― 785 804 (804) ―

計 29,354 20,507 13,401 956 64,220 (804) 63,415

セグメント利益又は損失(△) △111 △2,701 △67 203 △2,677 (3,988) △6,665

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(7) その他の注記事項

(四半期連結損益計算書関係)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成22年4月1日 至 平成22年12月31日)

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成23年4月1日 至 平成23年12月31日)

 

※1 ―――――――― ※1 事業構造改善費用  

 構造改革強化策の実施に伴う固定資産の減損損

失(6,528百万円)及び希望退職者募集に伴う特別加

算金・再就職支援プログラム費用等(3,150百万円)

です。
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